




Dietary Survey in Female College Students who are Making a 
Speciality Food Science (Part 2) 
With Special Reference to the Quantitative Ratio of Nutrient 
Intake from Animal to Plant Sources
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表7　動物性および植物性食品別栄養素摂取量と食品摂取量の相関性
相開係数（r） t一検定
?????????植物性脂肪と油脂類
動物性脂肪と魚介類
　　〃　　と肉　類
　　〃　　と卵　類
　　〃　　　と乳・乳製品
動物挫カルシウムと魚介類
　　　〃　　　　と乳・乳製品
動物性鉄と魚介類
　〃　と肉　類
　〃　と卵　類
動物盤ビタミソAと肉類
　　　〃　　　と卵類
　　　〃　　　　と乳・乳製品
O．456
0．136
0．212
0．026
0．526
0．199
0．780
0．356
0．208
0．196
0．　es6
0．329
0．517
????????
　　　　　　　n、s．：有意差なし，※：PくO．　05，※※：P＜0．01
3，微最栄養素（リン，ナイアシン，ビタミンD）摂取量について　　　　　　　　　　　　　一
　1）　リソ　リソはカルシウム代謝と関係が深く，常にカルシウムとのバラソスが問題とされる。私
達，日本人が現在どの程度のリソを摂取しているかを示す報告はみられないが，対象女子学生では，
1日当たり，1，102土13e．　3mgでその食事別配分は，朝食（31％），昼食（28％），夕食（34％）であ
った（表4）。カルシウム；リン比は1：1．　93となり，理論上，適当といわれるバランス内に入る。
しかし，公象衛生審議会では，リソの適正摂取量は，摂取カルシウム量と同等で著しく比率をみだす
ことは好ましくないZ）としているので，この基準によれば多量摂取傾向にあるといえる。
　2）　ナイアシソ　対象女子学生の体位から算定したナイアシソ所要量12，5mg（表1）に紺して，摂
取量は，13．1土3．9mg（表4）であった。ナイアシソは，食事から摂取される他　生体内でトリプト
ファンから生成されるeその転換率には，もちろん個人差もあり，諸種の条件が関与している4）とい
われるが，動物性たん白質が姐8％を占めているので，少なくとも，対象女子学生においては，望ま
しい摂取状態とみてよいだろう。
　3）　ビタミンD，カルシウムとリンの恒常性を維持するために必要なビタミンDは，所要量1001U
に対し，摂取量57±52．　91Uでその充足率は57％であった（表4）。ピタミソD所要量そのものが，
今後，検討を要する数値とされているので，食事からの摂取量の実態を知るために試算してみたにす
ぎない。
　以上，一般的には算出されない微量栄養素について，それらの摂取量の実態が把握でき，有意義な
知見も見出すことができた。
? ?
食物専攻女子学生，19～20歳女子35名の昭和57年3～4月の連続3日間における食生活調査成績を
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特にエネルギー他，5栄養素（たん白質，脂質，カルシウム，鉄，ピタミソA）摂取量における動物
性食品由来の摂取量の比率と，微量栄養素（リソ，ナイアシソ，ピタミソD）摂取量に視点をおいて
解析して次の結果を得た。
　1）動物性エネルギー比，動物性たん白質比，動物性脂質比は，それぞれ，25．1％，49．　8％，46．6
％であった。
　2）動物性カルシウム比は48．　3％であったが，これを食事別にみると，朝・昼食では，58．　7％，56．2
％であるのに対し，夕食は294％に半減していて，乳・乳製品摂取量との間には明らかに相関性（P
＜0．01）が認められた。動物性鉄比は，27．　ge，rで魚介類との相関性（P＜0．05）が認められた。
　3）　動物性ビタミンA比は，24．86eで食事による差が大きく，タ食では11．7％で，そのレチノール
；カロチン比は1：27．　6とカPチソの比率が，異常に高かった。
　4）　リソの摂i取は1，102土130．　3mgで，カルシウム；リソ比は1：1．93となり，理論上，適当とさ
れる範囲内であった。
　5）　ナイアシソ摂取量は，13，　1土3．　9mg，ビタミソD摂取量は，57S二52．91Uであった。
　本EJS究にあたり，ご懇篤なご指導を賜わり1ました本学の塚原叡教授，山田雅子助教授，ならびに調
査成績の作成に協力してい7eだきました本学家政科食物専攻，栄養士課程の2年生（第19回生）の皆
様に深く感謝致します。
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